
行政提案型協働事業 

 

１ 事業名称 ～自分や家族の安心のために～ 今から考える葬儀・相続 

２ 現状課題 近年来、単身者の増加、地縁や血縁関係の希薄化等により、生前に

おける生活支援、意思決定に支援を要する世帯が増加していることは

勿論のこと、死後において「葬儀は誰がする？納骨はどうする？その

費用は？」といった課題に直面するケースが増加しています。  

自身や家族等の「死後」の問題について、「対応方法を知らない、

どう準備したらよいかわからない、費用が用意できない」などの理由

により、早くから考え、備えが出来ている人が少ないのが現実です。 

こうした中、市民の将来の不安を解消し、老後を安心に過ごせるよ

う、身寄りの無い高齢者等への支援のあり方について、国において検

討が進められており、民間事業者等と連携して、終活支援に関する事

業を開始する自治体も増加傾向にあります。 

本市では、施策の基本方針として、「長浜での暮らしを選択」して

もらえるよう、自身や家族の将来に影響を与えるような大きな変化が

あるライフステージにおける事業の検討を進めていますが、中高年層

を始め、あらゆる世代に対し、誰もが避けることができない、「死後・

老後」のことを「自分事」として感じ、考えてもらえるような機会を

増やすこと、終活支援のあり方の検討が求められています。 

３ 事業内容  様々なノウハウや経験を持った人材を有する民間団体と市が連携

し、終活等の認知度を高めるようなイベントや講座等を実施すること

で、市民の将来の安心のためにできることを模索していきます。  

４ 役割分担 団体の担う役割 

・行政がノウハウを持たない事業（イベント、講座会）の実施 

・効果的な周知広報、動機付け、枠組みの提案 

市の担う役割 

・団体が企画する事業の効果が最大化するような支援  

 （庁内外事業、団体との連携調整、周知広報） 

・市としての、終活支援（終身サポート）のあり方の検討 

５ 概算事業費 500,000 円（市の補助額 400,000 円） 

【内訳】 

報償費    300,000 円（講師謝金 等） 

消耗品費   120,000 円（チラシ印刷、事業用品 等） 

事業費     40,000 円（会場借上げ費用 等） 

通信費     40,000 円（通知発送 等） 

６ 担当部署 健康福祉部 長寿推進課 

 



 

行政提案型協働事業 

 

１ 事業名称 子育て応援図書館～高月図書館 こども・子育て応援事業～ 

２ 現状課題 図書館は本好きだけが行くところ、静かにするところというイメー

ジを払拭し、限られた利用者に留まらず、幅広い層から利用される施

設をめざしています。とりわけ、乳幼児期から本に触れ、将来にわた

っての図書館利用につながるように親しみのある施設となることが大

切だと考えています。これまでも赤ちゃんおはなし会、赤ちゃんタイ

ムの実施や木製おもちゃの貸出などの子育て支援を進めてきました。  

今後はさらに、子どもや子どもを連れた方に魅力的なお出かけ先と

して認知してもらえるような機運醸成を図り、子どもとのふれあいの

場所・保護者や多世代との交流の場所として快適で居心地がいい場所

づくりをすることが必要です。 

３ 事業内容 高月図書館には、屋内だけでなく広場など屋外にも施設があり、絵

本の読み聞かせはもちろん、自然遊びなど多様な活動が可能です。  

こうした高月図書館の特徴を生かし、子育て世代が気軽に立ち寄っ

て楽しめるイベントやワークショップを開催する中で、イベント等の

参加者から高月図書館を居心地のいい場所にするためのアイディアや

意見を集めます。ここで得られたアイディアや意見を、今後の取組に

反映させていきます。 

４ 役割分担 団体の担う役割 

・上記イベントやワークショップ、タウンミーティングの開催  

・市民サポーターの募集 

 

 

市の担う役割 

・イベントの企画、実施に必要な支援 

（場所の提供、広報、関係団体や関係部署の調整） 

・今後の事業発展に向けたニーズ調査 

 

５ 概算事業費 

 

150,000 円（市の補助額 120,000 円） 

タウンミーティング等開催費用（２回程度） 

【内訳】 

報償費  50,000 円（講師謝礼等） 

消耗品費 50,000 円（事業用品等） 

印刷費  50,000 円（チラシ印刷等） 

 

６ 担当部署 市民協働部 生涯学習課 

 


